
第１２３回定例会 一般質問通告一覧表 

 

1 

質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

1 
一般

質問 
西村秀一 

市 長 

 

教育長 

 

１ 学校現場で子どもの命を守る仕組みについて 

(１) 子どものＳＯＳは本当に学校に届いているのか。 

(２) 教育用タブレット端末を活用した｢心の健康観察｣につい

て 

(３) 校内の危機対応について 

(４) 子どもの命を守る仕組みについて検証は行っているのか。 

(５) ｢子どもの命を守る学校安全・危機対応ガイドライン｣の策

定を。 

 

２ 医療的ケア児支援法の改正を踏まえた切れ目のない地域支援

体制の構築について 

(１) 改正法を踏まえた｢切れ目のない地域支援体制｣の構築と

地域格差の是正について 

(２) ｢１８歳の壁｣を解消する成人期以降の支援の推進につい

て 

(３) 家族の重いケア負担解消に向けた｢夜間ケア・レスパイト・

生涯学習｣等を含む家族支援の拡充について 

 

３ 訪問看護・介護従事者が働き続けられるための環境整備につい

て 

(１) 市内の訪問看護事業所及び訪問介護事業所の数、従事者

数、利用者数を伺う。 

(２) 訪問看護・訪問介護員の二人訪問に要する費用の補助制度

を導入すべきと考えるが見解を伺う。 

 

４ 開庁時間の変更について 

(１) 見直しに至った具体的な経緯と来庁者調査の妥当性につ

いて伺う。 

(２) 見直しにより利用できなくなる市民への対策を伺う。 

(３) 試行期間と本格実施の判断基準を伺う。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

２ 
一般

質問 
岨下博史 

市 長 

 

担当部長 

 

１ 県が起債許可団体になったことについて 

 (１) 市長の考えは。 

 (２) 市への影響は。 

(３) 県から説明なり情報提供はあったのか。 

 (４) 県補助金が削減された場合の市の対応は。 

 (５) 市の来年度予算編成に向けた考えは。 

 

２ 地域活性化ふれあい商品券事業の検証について 

 (１) 今回の受付状況は。 

 (２) 紙商品券とデジタル商品券の申込限度額が大きく違うの

はなぜか。 

 (３) 希望口数の調整について 

 (４) 申し込んでから商品券を受け取るまでの流れについて 

 

３ 自分ごと化会議について 

 (１) 高校生の委員はどのようにして選ばれたのか。 

 (２) テーマの決め方について 

 (３) 夏まつりについて、これからの市の方針は。 

 (４) 今年のテーマを｢ごみ減量化｣にしたのはなぜか。 

 (５) 自分ごと化会議の提案書の位置付けは。 

 

４ 大災害時の水の確保について 

(１) 防災井戸の現状は。 

 (２) 避難所でもある小学校等の防災井戸の管理について 

 (３) 井戸水の有効活用について 

 (４) これからの新たな水の確保の考え方について 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

３ 
一般

質問 
村田沙織 

市 長 

 

教育長 

  

担当部長 

 

１ 公教育における政治的中立性の確保について 

(１) 先般の文部科学省による｢辺野古抗議活動に関する学習は、教育基本

法違反にあたる｣との見解及び指導通知をどのように受け止めているか。 

(２) 政治的中立性について、教育委員会の考えは。 

(３) 授業で政治的な問題を扱う場合や平和教育を行う場合など、どこま

でが教育で、どこからが特定の政治的立場への誘導になると考えるか。 

(４) 政治的中立性をどのように確保し、教員の政治的見解と教育活動と

の線引きをどのように明確にするか。 

 

２ 農振地除外・農業後継者への支援について 

 (１) 震災で水路やため池などの営農基盤が失われた農地は、市内にどれ

くらいあるか。 

 (２) 物理的に農業利用ができない土地の農振除外が極めて難しい現状を

どう考えるか。 

 (３) 国・県への制度見直し、要望に繋げられないか。 

 (４) 親元就農・農業後継者への支援はあるか。 

 (５) 認定農業者の認定基準と、現在の認定農業者の経営体数、また、申請

に至らなかった、あるいは認定に至らなかった件数は。 

 (６) 国が食料自給率向上を掲げる中、既存農家・後継者をどう支えるの

か。 

 

３ 太陽光発電パネルの廃棄問題について 

 (１) 市内の民間メガソーラーの設置状況の把握 

 (２) 傾斜地や土砂災害警戒区域など、リスクのある場所への設置状況は

把握しているか。 

 (３) 将来的な廃棄問題について、市の認識は。 

 (４) 今後、どのような備えが必要だと考えているか。 

 

４ 高速バスの運休・遅延時における情報発信について 

 (１) ８月５日の事故による高速道路の通行止め及び高速バスの運休・遅

延について、いつ、どのように把握したのか。 

 (２) 今回の事故に伴う運休・遅延によって影響を受けた利用者数及び市

民への影響について、どの程度把握しているか。 

 (３) 今回、市から高速バスの運休・遅延に関する情報発信が行われなかっ

た理由は。 

 (４) 高速道路の通行止め等により、高速バスに運休や遅延が発生した場

合の市民への情報提供体制の整備について 



第１２３回定例会 一般質問通告一覧表 

 

4 

質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

４ 
一般

質問 
土井晴夫 

市 長 

 

担当部長 

 

１ 市の財政運営 

 (１) 県が｢起債許可団体｣に移行した要因  

(２) 県が前回(２００７～２０１１年度)｢起債許可団体｣とな

った際の市財政への影響  

(３) 県の｢公債費負担適正化計画｣の内容 

(４) 県の｢公債費負担適正化計画｣に対しての県市長会の要望

内容 

(５) 県の｢公債費負担適正化計画｣の実行と長期金利上昇等に

よる市財政への影響と対策 

 

２ 交通安全対策  

 (１) 道路改良計画の進捗状況  

ア 県道３１号線、水越地区の歩道拡幅  

イ 県道３１号線、野島轟バス停付近の安全確保  

ウ 市道浅野南線の狭隘
きょうあい

道路  

エ 県道生田畑葛原池付近の狭隘道路  

 (２) 生活道路における法定速度の改正(令和８年９月実施)  

ア 生活道路の要件  

イ 速度が改正された主な道路とエリア  

ウ 同じ路線において、指定の生活道路と一般道路が混在する

道路の速度標識や道路標示設置の見解 

(ア) 北淡小学校～河内ダムの間 

(イ) 仁井～北淡震災記念公園の間 

 

３ 被災者支援システムの導入 

 (１) システム導入の進捗状況 

 (２) 運用開始時期と導入費用の内訳  

 (３) クラウド型を採用した理由とメリット  

 (４) 職員研修の実施状況  

(５) 市民のメリット  
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

５ 
一般

質問 
小田晃正 

市 長 

 

教育長 

 

担当部長 

 

１ 兵庫県の起債許可団体移行について 

(１) 本市への影響について 

ア 県が起債許可団体へ移行したことに対する本市の認識は。 

イ 県の財政健全化に伴い、県からの補助金や交付金、県事業、

市町への財政支援などに影響が生じる可能性について、本市

はどのように分析しているのか。 

(２) 本市の事業への影響について 

県との連携が必要な事業について、現時点でどのような影響

を想定しているのか。 

(３) 県との情報共有について 

ア 県から今後の財政健全化策や補助制度の見直しについて、

どのような情報提供を受けているのか。 

イ 県の制度変更によって、本市の財政負担が増える場合に備

え、庁内での情報共有や財政面でのシミュレーションは行っ

ているのか。 

(４) 本市の財政運営について 

  ア 県の起債許可団体への移行を一つの教訓として、今後、地

方債残高や実質公債費比率、基金残高などをどのように管理

し、将来世代に過度な負担を残さない財政運営を行っていく

のか。 

イ 将来にわたって持続可能な本市の財政基盤を構築してい

く考えについて、市長の考えを伺う。 

 

２ 観光振興における新たな財源確保について 

(１) 本市における観光客の増加によって、現在どのような行

政需要や課題が生じているのか。  

(２) 観光振興や観光客の受入れ、環境整備を継続的に進める

ため、安定した自主財源を確保する必要性は。 

(３) 宿泊税などの観光税、観光施設・公共交通機関等におけ

る市民と観光客の二重価格、そして別荘・セカンドハウスな

どに対する新たな負担のあり方について、本市として調査・

研究を進める考えはあるのか。 

 

３ 部活動地域移行について 

(１) これまで学校が負担していた部活動関連経費は、年間でど

の程度削減される予定なのか(教員への手当・交通費・大会参

加費・備品・用具費等々の細かな内容)。 
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(２) 地域移行による地域クラブへの各種補助は、年間どの程度

と想定しているのか。 

 

４ 市内体育館等への空調設備の設置について 

(１) 令和８年度に整備される、市内４中学校体育館と一宮体育

センターの進捗状況は。 

(２) 指定避難所となっている小学校体育館への空調整備は、計

画的に実施されるのか。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

６ 
一般

質問 
城下陽一 

市 長 

 

教育長 

 

１ 地方自治と交通政策 

(１) 人口減少や高齢化を見据え、市民からの相談・要望を待つ

だけではなく、行政が将来の交通需要を予測し、必要な交通政

策を主体的に検討する必要があるのではないか。 

 (２) バス・タクシーの運転手不足の状況は、どの程度把握して

いるのか。 

 (３) 今後の交通政策を個別の路線、要望への対応ではなく、市

全体の交通政策として体系的に進めるため、市としての交通計

画を策定する考えはないか。 

 

２ 高齢者の社会参加をどう支えるのか。 

(１) 運転免許証返納サポート制度の延長について、免許返納後

の高齢者の移動・社会参加を支える施策として、現在の制度を

どのように評価・点検しているのか。 

 (２) なぜ高齢者が外出しないのか、その理由と克服方法は。 

 

３ 災害時に地域をどう守るのか。 

 (１) 地域防災計画と地区防災計画は、地域住民の参画のもと

で、どのように連携させているのか。 

(２) 災害時の情報の流れに着眼し、的確に意思決定を行うた

め、小規模でも定期的に庁内で図上シミュレーション訓練を実

施する考えはないか。 

 (３) 福祉避難所の開設・運営と在宅重度身体障がい者などの要

支援者への支援を、平時からどのように準備しているのか。 

 (４) 学校の防災計画と地域防災計画との連携をどう進めるの

か。 

 (５) 防災士など地域防災を担う人材を、資格取得後も地域活動

につなげる仕組みを市として構築する考えはないか。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

７ 
一般

質問 
長瀬雅宏 

市 長 

 

教育長 

 

担当部長 

 

１ 運転免許返納後の移動支援について 

(１) 運転免許自主返納者数と運転免許返納サポート制度の利

用者数(過去５年)の推移は。 

(２) 市内の交通空白地域とは、具体的にどの地域なのか。 

(３) 交通空白地域の解消のため、バス路線を増やす計画はある

のか。 

(４) 自動運転のバス等の導入の可能性は。 

(５) スクールバスの混乗運行の現状は。 

(６) 移動支援の施策について、拡充の考えは。 

 

２ 持続可能な農業の実現について 

(１) 耕作放棄地の現状と対策は。 

(２) 稲作などの水田農業をどのように支援していくのか。 

(３) 草刈作業の負担軽減で、ラジコン草刈機の導入状況は。 

(４) 水稲や野菜などの高温対策の支援について 

(５) 農作業中の事故防止に対する取組は。 

 

３ ＬＰガス設備の安全管理について 

(１) 市有施設でのＬＰガスの設置状況は。 

(２) ＬＰガス設備の使用にあたって、どの様な安全管理体制が

とられているのか(点検の頻度やトラブル発生時の対応)。 

(３) 地震や火災発生時の安全確認のマニュアルはあるのか。 

 

４ 災害時に避難所となる学校体育館の空調設備について 

(１) 中学校体育館の空調設備設置の進捗状況は。 

(２) 小学校体育館の空調設備設置に向けた計画の現状は。 

(３) 震災時、停電時に空調機能を維持するための備えはあるの

か。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

８ 
一般

質問 
岡田教夫 市 長 

 

１ 農業の振興策について 

(１) 米価格の下落に対して、どう対応していくのか。 

ア 政府に対し、備蓄米の買戻しなどを求めてはどうか。 

イ 本市において、米の利用促進を進める手立ては。 

ウ 農家の収入減への差額補てんなどの対応策は。 

(２) 鳥獣被害対策の推進について 

ア 捕獲檻管理費をなくしたことの検証は行ったのか。 

イ イノシシ被害に対して猟友会への入会に関わらず、捕獲・

運搬への支援強化をすべきではないか。 

 

２ 交通弱者対策について 

(１) ７５歳以上のあわ神・あわ姫バス無料化について、市長の

任期中に実現していく考えは。 

(２) 平日の昼間(オフピーク)を活用しての７５歳以上の無料

化を進めてはどうか。対象者の住所地ごとに無料日を設定する

など検討してみてはどうか。 

(３) ジェノバラインや、乗り継ぎ便との待ち時間の解消に向け

た対応はどうか。 

(４) 中山間地のバス空白地について、今後の対応策は。 

(５) 障がい者の同伴者について、無料化に向けて実証実験をし

てはどうか。 

 

３ 民泊の規制について 

(１) 市内の民泊数の実態はどうか。 

(２) 市民とのトラブルは本市や県、警察等に寄せられている

か。 

(３) 県において｢『民泊サービス』における生活環境の保持等

に関する実施要綱｣が定められているが、その効果はどうか。 

(４) 本市として、民泊規制条例を作るなどの対策が必要ではな

いか。 

 

４ 在住外国人との共生ができる環境づくりについて 

(１) 在住外国人支援の現状はどうか。 

(２) 今後どのように改善を図っていくのか。 

(３) 町内会など地域住民との交流や、地域イベントへの参加な

ど、共生をどのように進めていくのか。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

９ 
一般

質問 
鎌塚 聡 

市 長 

 

教育長 

 

１ 学校給食の無償化策について  

(１) 市に入る国県からの無償化財源の算定について  

ア 小学校 

イ 次年度、中学校については示されているのか。 

(２) 食材費など物価の上昇と無償化財源との開きについて 

(３) 私立に通う児童・生徒の人数、不登校などで学校に行けて

いない人数、自ら昼食を用意している人数は。 

 (４) 給食費相当給付金などでの支援について 

 

２ 保育副食費について 

(１) 公立園での本来の保護者負担額(市の無償化策がない場

合)と実際に提供に係る費用との市負担の差は。 

(２) 私立園の副食費(市の補助含む)と実際の提供に係る費用

と園負担の差を市として把握しているか。 

(３) 公立園と私立園の食材費の差と物価高騰の影響をどのよ

うに捉えているか。 

(４) 食材費高騰の影響を受けている私立園に補助するなどの

考えはあるのか。 

 

３ ごみの収集などの現状と今後に向けて 

(１) プラごみ 

ア 収集状況と課題、啓発について 

イ 可燃ごみと同場所回収を。 

ウ 課題は市の費用負担増なのか。 

エ 地域の資源ごみ回収場所ではどうか。費用的な試算や検討

は行っているのか。 

(２) 広域化に向けての課題について 

 

４ 公共施設の防犯カメラの設置状況と課題は。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

１０ 
一般

質問 
古山久則 

市 長 

 

教育長 

 

１ ｢いじめ｣について 

(１) ｢いじめ｣の定義とは何か。 

(２) ｢いじめ｣に対する対策は、どのようなものがあるのか。 

(３) 大人が見えない場所で起こることは、どのように把握して

いるのか。 

(４) 被害者には、どのように対処するのか。 

(５) 加害者には、どのように対処するのか。 

(６) 指導者は、どのような人が対処するのか。 

(７) 指導者は、具体的に何を指導するのか。 

(８) ｢いじめ｣と｢ハラスメント｣の違いは、あるのか。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

１１ 
一般

質問 
大久保浩伸 

市 長 

 

担当部長 

 

１ 水稲生産計画について 

(１) 水稲作付け実態 

ア 水稲作付面積、水稲作付品種は。 

イ 転作面積、転作計画は。 

ウ 収穫高の予測は。 

(２) 本市の人口に対する米自給率は。 

(３) 市独自の米販売促進や需要マッチング支援は。 

 

２ 農地集積と整備・担い手確保について 

(１) 農地集積 

ア 必要性についての見解は。 

イ ほ場整備の進捗率は。 

 (２) 整備が進まない根本原因、集積率を上げる取組は。 

 (３) 担い手の確保、農業者への支援 

ア 中山間地域の農地荒廃を止める施策は。 

イ 担い手確保の手段は。 

ウ 生産性向上への支援は。 

エ 物価高騰への支援は。 

 (４) 農地法改正後の現状 

ア 改正後の農地売買件数の推移は。 

イ 就農者の増減は。 

  

３ ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)の推進について 

(１) デジタル改革の進捗状況は。 

 (２) 市民の利便性の向上は、どう図られるのか。 

 (３) 伝えるべき情報を市民に届ける方法は。 

 

 

※農地集積とは 

  高齢化等で手放される農地を、意欲ある担い手農家にまとめ

て、経営規模を拡大すること。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

１２ 
一般

質問 
岬 光彦 

市 長 

 

教育長 

 

担当部長 

 

１ 中学校のクラブ活動地域移行について 

 少子化による部活動の維持や教員の長時間労働の解消を目的に

行う。 

 (１) 指導者の確保と指導者の質の確保はできているか。 

 (２) 活動場所の確保はできているか。 

 (３) 安全管理のためのマニュアルはできているか。 

 (４) 各スポーツ・文化活動団体の責任者と意思疎通はできてい

るか。 

 (５) 文化活動は各中学校で行うのか。 

 (６) 指導者(教員も含む)への報酬はどうなるのか。 

 (７) 生徒の移動などで家庭の負担増にはならないか。 

 

２ 行政サービスについて 

 (１) １０月より市役所の開庁時間が９時から１７時に移行す

るが、サービスの低下だと言う人もいる。そのような市民の意

見に対し、市はどう対応していくのか。 

 (２) マイナンバーカードでのコンビニ交付は良いが、機械の操

作が苦手な人もおり、市役所でも同じ端末を導入してサービス

の向上を図っては。 

 (３) 担当者が不在でも対応できる体制を作ることが大事だと

考えるが、市の考えは。 

 (４) 図書館でサマータイム制(夏場は午前９時開館)を導入し

ては。 

 (５) 小中学校の長期休業期間(春・夏・冬)の変更はあるのか。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

１３ 
一般

質問 
土井章史 

市 長 

 

担当部長 

 

１ 犬のふん尿放置対策とマナー向上について 

(１) 市民からの苦情・相談について 

(２) 現在の啓発方法について 

(３) 美化モデル区域について 

(４) 放置者に対しての指導、勧告や措置命令の実績について 

(５) 市民参加型の取組について 

(６) 条例等の検討について 

 

２ 飼い主のいない猫への対策と地域猫活動の支援について 

(１) 市民からの苦情・相談について 

(２) 現在の啓発方法について 

(３) 不妊手術助成金の利用実績について 

事業開始からの予算額、執行率、申請頭数の推移は。 

(４) ｢どうぶつ基金｣との行政枠協定について 

 

３ 災害時におけるペットとの避難について 

(１) ペット避難の位置付けについて 

(２) 避難所管理運営マニュアルの整備状況について 

(３) 災害時のペット同行避難ガイドライン策定について 

(４) 民間事業者(観光施設・ゴルフ場)等との避難防災協定につ

いて 

 

４ スマート・シュリンクについて 

(１) スマート・シュリンクの視点を取り入れる考えについて 

(２) 公共施設(ハコモノ)の管理と再編について 

 

 

※スマート・シュリンクとは 

人口減少を前提に、街や行政機能を適正規模へ賢く縮小し、生

活の質や地域生活の維持を目指す都市戦略のこと。 

 

※地域猫活動とは 

  地域の住民が主体となり、飼い主のいない猫(野良猫)の問題解

決に取り組む活動のこと。 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

１４ 
一般

質問 
石岡義恒 

市 長 

 

担当部長 

 

１ 市民参加型予算の導入について 

 

２ 広域連携と近隣自治体との協力体制について 

  

３ 洲本市・南あわじ市との合併について 

  

４ 淡路市ブランド戦略の策定について 

  

５ 女性活躍の推進について 
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質問順 種別 質問者 
答弁を 

求める者 
質問の要旨 

１５ 
一般

質問 
多田耕造 

市 長 

 

教育長 

 

担当部長 

 

１ 健康淡路２１計画(第３次)について 

(１) 基本目標｢健康寿命の延伸｣と｢健康格差の縮小｣を達成す

るための優先度が高い課題は何か。 

(２) 市民に分かりやすい｢健康づくり｣の行動指針をどのよう

に示すのか。 

(３) 特定健診受診率やがん検診受診率は、過去１０年大きく改

善していないが、目標値の設定の根拠は何か。 

(４) 医療費総額は４４．３億円、１人当たり医療費は４２．８

万円で国・県より高いが、本計画の施策は、医療費の抑制にど

れほど寄与すると見込んでいるのか。 

(５) 特定健診受診率向上や生活習慣病予防は、医療費削減効果

が大きいとされている。本市ではＢＭＩ２５以上・メタボ該当

者が増加しているが、予防施策の“費用対効果”をどう評価し

ているのか。 

(６) 自殺死亡率は男性３０〜４０代、女性５０代が全国より高

いデータとなっているが、働き盛り世代への重点支援をどう強

化するのか。 

(７) 計画には多くの施策があるが、市民が成果を実感し、見え

やすくするため、毎年度｢市民が変化を実感できる成果指標｣を

設定し、公開する考えはあるか。 

 

２ 人口減少対策について 

(１) 郷土愛を育む教育の体系化、具体的な教育プログラムの整

備状況は。 

(２) 子どもが地域資源の価値を｢自分ごと化｣できる教育体系

の構築は。 

(３) 若者流出と郷土愛の形成の因果関係の明確化は。 

(４) 若者定住の鍵としての地域への誇りを育む施策は。 

(５) シティプロモーションの｢内向き効果｣の設計は。 

(６) 若者の地域参加の仕組みは。 

(７) 地域産業の魅力を若者に伝える仕組みと成果は。 

(８) 地産地消ブランドなど地域の食文化を若者に伝える仕組

みは。 

(９) 若者向け広報の施策の強化は。 

(10) シビックプライド(地域への誇り)を市政の基調に扱う考

えはあるか。 

 
 


